
二
八
巷
　
、
藤
．
纂
　
　
最
近
緻
米
史
界
管
兄
（
下
）

最
近
欧
米
史
界
管
見
（
下
〉

　
　
　
　
襲
畢
研
究
富
（
績
）
、

　
大
陸
の
旋
か
ら
英
國
へ
引
返
し
旋
私
は
、
再
び
開
校
後

の
ロ
ン
ド
ン
大
麻
を
訪
ひ
、
ヶ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
、
オ
ソ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
を
次
ぎ
一
に
覗
察
し
て
、
或
は
史
學
に
驕
す

る
諸
敷
授
の
講
席
に
列
し
、
日
暮
○
↓
の
學
生
の
■
指
導
振
を

・
見
さ
て
は
笹
生
の
自
習
法
を
も
注
意
し
た
が
、
傍
ら
叉
ロ
ン

ド
ン
大
義
の
♂
＜
農
霧
風
骨
や
溶
さ
乱
Φ
ω
敏
授
及
び
ケ
ム

ブ
リ
ツ
ヂ
大
學
キ
ン
グ
ス
、
カ
レ
ツ
ヂ
の
Ω
㊤
喜
生
熟
民
等

ビ
的
①
ヨ
貯
程
に
つ
い
て
の
意
見
を
交
換
し
て
見
た
。

　
以
上
の
記
述
に
擦
っ
て
も
略
推
測
さ
る
、
襟
に
、
濁
逸

の
大
學
の
出
営
科
に
取
っ
て
ω
。
琶
p
錠
は
必
ず
置
く
べ
か

ら
ざ
る
者
ε
な
っ
て
居
る
け
れ
ざ
も
、
莫
吉
利
で
は
必
ず

．
し
も
さ
う
で
な
く
、
寧
ろ
之
を
概
か
濾
を
原
則
ご
し
て
居

第
｝
鰯
…
灘
　
　
　
一
〇
〇
　
（
六
ニ
ニ
）

文
學
博
士
三
浦

周
　
行

る
。
ロ
ソ
ー
3
ン
大
學
が
近
く
寡
葺
秀
O
h
墨
ω
｛
9
8
一

男
O
零
鍵
。
げ
を
創
設
し
た
こ
ご
が
、
其
一
つ
の
誇
ε
な
っ
て

蒙
る
丈
で
む
、
英
吉
利
に
於
け
る
歯
種
の
設
備
の
稀
有
に

属
す
る
何
寄
の
表
示
で
あ
ら
う
。
尤
此
ぎ
ω
馨
暮
。
は
種
々

の
黙
に
於
て
心
逸
の
大
學
専
嵐
の
ω
o
ヨ
ぎ
錠
ご
違
っ
て
居

る
こ
こ
ろ
が
あ
る
。
咋
年
長
の
、
口
回
謬
磯
魯
号
o
O
扁
（
O
h
蒙
δ

d
凄
く
○
邑
叶
騨
O
h
出
お
目
ヨ
℃
冨
に
は
此
ζ
。
。
凱
民
器
を
説

冒
し
て

　
　
》
ω
¢
風
O
ω
O
門
ω
O
B
汐
窪
．
一
一
ぴ
心
証
鵠
O
ω
○
「
ぴ
O
O
圏
ゐ
ω
O
O
簿
ρ
7

　
　
尋
あ
○
噂
腎
沼
嵩
瓢
頒
に
μ
o
筥
9
圃
器
。
罎
8
ω
o
剛
国
ゐ
回
凶
。
・
財

　
　
9
巳
賀
陽
○
℃
窪
p
出
韓
○
噸
．
日
夷
写
建
σ
q
碧
儀
σ
q
缶
号
匹
。
◎

　
　
嘆
○
＜
鑓
a
8
腎
勺
。
。
・
亨
σ
q
養
鼠
戸
暮
。
し
G
け
鼠
①
掃
誘
頃
蛇
。
ウ
、

　
　
塾
O
鶯
麟
ご
d
ゴ
旧
く
も
。
・



定
い
っ
て
居
る
。
其
中
前
者
は
猫
逸
の
大
學
に
於
け
る

，
の
。
鼠
§
勘
の
圖
書
室
ε
同
じ
で
あ
る
が
、
後
者
の
諸
大
學

か
ら
來
る
更
學
の
層
。
・
。
掌
編
践
陪
審
o
Q
ε
号
馨
・
。
の
練
習
及

び
指
導
に
役
立
て
る
ご
い
ふ
こ
ご
が
、
此
登
ω
窪
9
①
の
一

、
大
特
色
で
あ
ら
う
。
現
に
此
H
葉
巻
暮
⑦
の
委
員
は
大
多
数

・
買
ン
ー
3
ン
大
黒
の
敷
授
で
は
あ
る
が
、
オ
ヅ
ク
ス
フ
ォ
ー

．
1
3
、
ヶ
ム
ブ
フ
ツ
ヂ
及
び
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
激
授
も
少

数
乍
ら
墾
心
し
て
居
る
。
帥
ち
軍
な
る
ロ
ソ
ー
3
ン
大
回
の

H
蕊
無
界
。
だ
る
を
以
て
甘
ん
じ
な
い
で
、
英
吉
利
諸
大
學

の
H
瀞
簿
暮
Φ
を
以
て
み
つ
か
ら
任
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

肥
れ
亦
偶
諸
大
寒
に
慌
て
外
界
の
設
備
の
な
い
こ
ビ
を
明
示

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
若
し
も
一
あ
大
恥
が
そ
れ
ぐ

此
種
の
設
備
を
具
へ
や
う
ご
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
爲
め

に
多
額
の
経
費
を
要
し
て
而
か
も
其
身
壁
を
望
ま
れ
な
い

・
か
ら
、
こ
れ
を
此
一
つ
の
H
蕊
曾
暑
。
に
集
中
し
て
完
備
を

・
期
す
る
積
で
あ
る
ε
は
、
委
員
の
憎
人
た
る
キ
ソ
グ
ス
。

生
日
レ
ツ
ヂ
の
寓
＄
諺
洛
導
く
敷
瓦
の
直
話
で
あ
っ
だ
。
委
員

　
　
　
第
入
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
・
最
近
殿
来
吏
界
管
見
（
下
）

長
た
る
寄
冨
こ
敷
授
の
英
吉
利
の
星
置
に
關
す
る
史
料

を
ロ
ソ
ー
3
ン
に
蒐
集
す
べ
し
ご
の
意
見
は
亦
こ
れ
ご
關
聯

し
て
居
る
。
同
俳
画
は
一
昨
年
ロ
ン
ド
ン
大
難
の
ユ
ニ
ブ

．
ー
シ
チ
ー
、
カ
レ
ツ
ヂ
で
開
催
さ
れ
た
》
ロ
σ
q
δ
－
》
讐
Φ
臨
。
騨
戸

∩
9
浄
厭
窪
8
亀
手
8
。
審
話
。
h
鎖
酵
。
曼
で
此
動
議
を
提

．
毘
さ
れ
た
け
れ
ざ
も
、
酵
母
に
於
け
る
地
方
大
外
の
三
々

・
に
澤
ば
れ
な
か
っ
た
斜
め
に
、
其
成
立
を
見
る
に
至
ら
な

か
つ
π
の
は
、
是
罪
な
き
次
第
で
あ
る
Q
且
つ
や
ロ
ソ
ー
3

ソ
は
大
學
ご
程
遠
か
ら
ぬ
距
離
に
完
全
な
る
古
文
書
館
、

博
物
館
、
圖
書
館
等
の
史
學
研
究
機
闘
の
具
備
し
て
居
る

黙…

ﾉ
於
て
前
に
も
述
べ
た
ン
ル
ガ
ン
ヌ
ご
略
同
一
の
朕
況

に
あ
る
か
ら
、
創
立
以
來
日
の
樹
ほ
淺
い
H
蕊
簿
露
。
が
多
年

・
の
歴
吏
ご
豊
富
な
る
内
容
ご
を
有
す
る
是
等
の
諸
機
嗣
を

凌
駕
し
や
う
ご
は
も
こ
よ
り
豫
想
さ
れ
ぬ
事
で
あ
っ
て
、

r
其
前
途
は
極
め
て
遼
遠
で
あ
る
ご
謂
は
ね
ば
な
る
ま
い
。

ω
搾
Ω
器
σ
q
o
受
男
器
叶
理
氏
の
大
宮
改
善
に
聾
す
る
昨
年
二

月
の
演
説
中
に
ロ
ゾ
ド
ン
大
番
々
生
の
多
数
は
冬
自
三
家

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
，
一
〇
一
　
（
山
ハ
ニ
三
）



　
　
　
第
二
巻
　
雑
纂
　
最
近
油
汗
更
界
答
兄
（
下
）

庭
よ
り
瓶
上
す
る
か
ら
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
や
ヶ
ム
プ

ソ
ツ
ヂ
の
如
く
寄
宿
寮
を
附
く
る
必
要
は
な
い
が
、
苦
し

も
潅
隔
地
方
よ
b
通
聾
す
る
多
数
の
ぎ
・
・
叶
磧
豊
田
ε
舞
鼠

3
器
㌶
空
し
Q
ε
∩
剛
。
暮
の
の
爲
め
に
し
ロ
ン
ド
ン
の
中
櫃
静
黙

に
寄
宿
寮
を
設
け
て
、
彼
等
が
其
圖
書
館
や
ブ
ソ
チ
シ
ユ
・

ミ
ユ
ー
ゼ
ヤ
ム
や
、
レ
コ
ー
ド
・
オ
フ
ィ
ス
及
び
大
鷺
の

實
験
三
等
を
容
易
に
利
用
し
得
る
や
う
に
し
た
な
ら
ば
、

ロ
ソ
ー
3
ン
大
駈
に
一
段
の
強
味
を
加
へ
て
多
大
の
数
果
を

惹
起
す
こ
ご
に
な
ら
う
ご
切
言
し
て
居
る
の
を
見
て
も
、

更
無
風
に
英
吉
利
の
國
史
研
究
者
に
取
っ
て
は
、
な
ま
な

か
な
研
究
室
の
新
設
よ
り
も
，
寧
ろ
是
等
の
既
成
完
備
の

諸
機
關
を
最
も
容
易
に
利
用
し
得
べ
き
便
宜
の
地
位
に
置

か
れ
た
方
が
、
何
程
か
幸
・
編
で
あ
る
に
相
違
な
い
Q
現
に

ロ
ソ
ー
3
ン
大
學
の
敏
授
學
生
は
製
す
に
及
ば
す
、
私
の
前

に
言
及
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
各
等
色
に
於
け
る
歴
史
携
任
の

玉
里
の
如
き
も
盛
ん
に
是
等
の
諸
機
關
を
利
用
し
つ
、
あ

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
搬
　
　
　
一
〇
二
　
　
（
山
野
ニ
四
）

　
而
か
も
斯
る
恩
窓
は
中
央
首
都
の
學
生
に
限
ら
れ
た
特

典
で
あ
っ
て
、
地
方
の
そ
れ
に
及
ぶ
べ
く
も
な
い
。
然
ら

ば
何
が
故
に
後
進
の
濁
逸
の
大
竃
に
普
去
な
し
Q
o
鼠
慈
門
が

大
罪
に
於
て
は
柵
レ
太
利
や
怨
讐
西
に
次
い
で
古
い
歴
史
を

麿
け
す
る
耶
央
士
口
利
に
於
て
蚕
生
せ
な
か
っ
た
か
、
否
置
ハ
登
生

が
後
れ
た
か
。
此
問
題
は
種
々
の
方
面
よ
り
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
が
、
今
試
み
に
私
の
注
意
に
上
っ
た
こ
三
の
黙
を

列
曝
し
や
う
な
ら
ば
、
第
一
、
英
吉
利
に
於
て
は
、
各
學

大
學
は
勿
論
各
カ
レ
ッ
ヂ
に
も
そ
れ
ぐ
比
較
的
完
全
な

陳
書
館
が
其
構
内
に
あ
っ
て
、
轡
型
塾
生
の
利
用
に
つ
い

て
も
出
雍
得
る
丈
の
便
宜
を
輿
へ
て
居
た
か
ら
、
少
く
ご

も
燈
燭
の
如
き
は
そ
れ
以
外
に
ω
o
罎
貯
錠
の
圖
書
室
の
設

備
を
必
要
と
せ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
○
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー

13

窿
P
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
の
大
豊
及
び
各
カ
レ
ッ
ヂ
の
圖
書
館

は
建
物
が
概
し
て
古
い
丈
に
、
近
代
的
建
築
法
か
ら
見
て

探
光
の
不
充
分
や
閲
覧
室
の
狭
険
等
遺
憾
の
瓢
も
少
く
は

な
か
ら
う
け
れ
ざ
も
、
其
改
善
に
は
絶
え
ず
相
傘
注
意
が
．



漁
岬
は
れ
つ
、
あ
る
や
う
で
あ
る
。
私
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
の
｝
脚
9
鉦
§
ご
瓢
9
φ
、
を
見
學
し
π
後
、
何
か
新
規
な

設
備
…
は
な
い
か
ご
聞
く
ご
，
館
員
は
図
9
儀
。
嵩
黙
∩
p
ヨ
Φ
養

の
地
下
室
を
見
て
呉
れ
こ
の
事
に
、
案
内
さ
る
、
儘
歩
を

移
し
た
が
、
そ
こ
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
フ
オ
ッ
ク
書
難
業
で

見
ら
る
、
や
う
に
上
下
二
重
に
な
つ
淀
書
庫
で
あ
っ
て
下

翼
の
書
架
は
（
下
部
は
経
費
の
都
合
に
よ
り
懸
架
と
な
っ

て
居
た
）
好
み
の
ま
、
に
上
げ
下
し
の
出
來
る
上
に
、
書

架
自
身
底
部
に
鐵
の
輪
を
附
け
ら
れ
て
自
由
に
出
し
入
れ

も
出
隅
大
な
る
パ
イ
プ
の
通
風
機
は
う
な
り
を
立
て
、
飛

騰
蓮
撫
し
て
居
る
杯
最
新
式
の
設
備
は
地
上
の
本
館
の
思

ひ
切
っ
て
奮
式
な
の
こ
異
様
の
封
照
を
な
し
て
居
た
。
而

か
も
其
多
年
の
蒐
集
に
依
っ
て
架
藏
の
圖
書
の
豊
寓
な
る

こ
だ
爾
大
品
の
尚
書
館
に
共
通
で
あ
っ
て
、
英
本
國
の
外

世
界
各
國
の
研
究
資
料
を
網
羅
し
、
東
洋
方
面
殊
に
日
本

に
關
す
る
貴
重
の
楽
書
標
本
を
も
含
ん
で
居
る
に
は
驚
か

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
英
吉
利
の
大
學
や
カ
レ
ッ
ヂ
の
岡
書

　
　
　
第
八
巻
　
難
纂
　
最
近
厭
来
史
界
管
見
（
下
）

館
に
は
叉
書
庫
内
に
於
け
る
閲
覧
者
の
便
宜
の
爲
に
、
書

架
ピ
書
架
ご
の
問
の
閲
間
を
利
用
し
て
一
号
の
ヲ
r
ブ
ル

を
書
架
ご
並
行
に
置
き
，
四
脚
の
椅
子
を
備
へ
て
居
る
こ

こ
ろ
の
〉
一
8
く
①
超
。
。
審
8
の
あ
る
こ
こ
ろ
が
あ
る
。
敷
授

や
研
究
科
の
湿
生
は
そ
こ
に
陣
取
っ
て
護
書
す
る
こ
ご
を

許
さ
れ
る
が
、
例
へ
ば
歴
史
の
部
門
に
即
す
る
書
架
に
近

く
史
摯
科
の
敷
授
、
學
生
の
席
を
動
い
て
架
上
の
訳
書
の

閲
覧
を
右
利
に
す
る
こ
い
ふ
風
に
各
部
門
々
々
に
適
當
の

注
意
が
彿
は
れ
て
居
る
。
こ
れ
を
見
た
私
は
そ
れ
が
墨
書

館
の
内
部
丈
に
歴
史
の
そ
れ
に
接
し
て
地
理
其
他
陶
係
圖

書
の
手
近
に
あ
る
も
の
も
閲
箆
の
便
を
有
す
る
黙
は
ω
？

鑓
営
錠
の
圖
書
室
以
上
に
有
数
な
る
設
備
で
あ
る
ピ
思
っ

た
。　

第
二
、
由
來
英
吉
利
の
大
書
で
は
殊
の
外
自
由
を
奪
重

し
て
居
る
。
國
家
が
大
毒
や
カ
レ
ッ
ヂ
の
意
志
を
左
右
す

る
が
如
き
干
渉
は
千
六
百
八
十
入
年
に
墨
書
さ
れ
て
以
來

齎
し
て
再
現
さ
れ
ぬ
Q
こ
れ
が
莫
吉
利
の
大
學
制
度
を
佛

　
　
　
　
　
　
　
第
一
閃
　
毅
　
　
　
一
〇
一
二
　
（
山
一
聯
五
）



　
　
　
第
入
巻
　
維
纂
　
最
近
欧
米
史
界
管
見
（
下
）

蘭
西
や
濁
逸
の
そ
れ
建
差
別
す
べ
き
重
大
な
る
老
生
で
あ

　
つ
て
英
吉
利
の
識
者
は
津
尻
9
℃
器
。
δ
葛
賢
答
o
h
o
琴

碧
ε
＝
o
o
ε
巴
ρ
簿
山
ヨ
○
璋
一
口
器
H
坤
簿
σ
q
Φ
霧
囲
碁
焦
。
⇔
ご
い
っ

て
大
な
る
誇
ご
し
て
居
る
。
世
界
大
戦
後
の
形
勢
が
一
時

し
て
別
け
て
も
財
政
上
の
深
刻
な
る
打
撃
を
受
け
π
同
國

．
の
大
學
が
、
｝
面
其
施
設
の
完
成
を
期
す
る
誉
め
に
國
家

よ
り
糖
當
の
補
助
を
仰
が
う
ご
す
る
共
に
、
他
面
に
は
こ

れ
に
依
っ
て
大
學
に
鋤
す
る
國
家
の
干
渉
を
誘
導
し
、
延

い
て
は
其
濁
立
を
失
ふ
に
至
ら
ん
か
ご
の
危
幌
を
懐
い
て

居
る
位
で
あ
る
。
私
が
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
に
居
π
頃
、
　
一
日

O
p
諺
誓
達
σ
q
o
φ
鼠
9
ρ
ω
o
o
δ
嘗
を
訪
う
て
、
討
論
會
場
や
圖

書
室
、
閲
覧
室
等
を
巡
覧
し
、
猶
ほ
寄
贈
を
受
け
た
規
期

書
、
年
報
に
目
を
通
し
て
見
た
◎
此
種
の
ン
ず
イ
チ
ー
は
も

ε
よ
り
欧
米
の
諸
大
學
に
海
じ
て
な
い
も
の
は
な
く
、
英

吉
利
で
は
ロ
ン
ド
ン
大
畑
の
如
き
比
較
的
に
怪
し
い
大
盤

は
其
設
立
も
後
れ
て
設
備
萬
端
完
全
ご
は
行
か
な
い
が
、

ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
の
や
う
な
古
い
大
宮
で
は
、
ソ
ナ
イ
チ
ー

　
　
　
　
　
　
　
第
闘
號
　
　
　
一
〇
囲
門
　
（
山
ハ
乱
軍
ハ
）

の
歴
吏
も
右
く
、
諸
般
の
設
備
何
れ
も
完
備
に
近
い
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ベ
じ
ッ

に
見
㎡
父
け
た
。
此
ツ
ず
イ
チ
ー
は
討
論
を
行
ふ
こ
ご
を
以

て
其
頃
的
の
随
一
に
画
い
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
一

昨
年
の
十
月
か
ら
昨
年
の
六
月
迄
の
一
學
年
間
に
行
は
れ

π
討
論
題
を
見
て
忽
ち
異
様
の
域
に
繋
だ
れ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
そ
れ
ら
が
政
治
、
纒
濟
、
敷
育
、
交
學
等
め
各

方
面
に
互
っ
て
居
る
の
に
不
思
議
は
な
い
け
れ
ざ
も
、
只

日
本
の
同
じ
場
合
に
見
懸
け
る
や
う
な
純
學
蚕
繭
の
問
題

の
代
り
に
現
代
に
於
け
る
實
際
問
題
を
取
扱
っ
て
居
る
の

が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
政
治
的
方
面
に
於
て

現
在
（
一
昨
年
十
一
月
）
愛
蘭
の
領
袖
等
こ
の
間
に
行
は
れ

つ
、
あ
る
商
議
が
破
裂
し
た
場
倉
、
直
に
暴
膣
に
嘱
す
る

の
外
な
き
か
、
現
政
府
の
甥
埃
及
政
策
を
是
認
す
べ
き
か

ε
い
ふ
や
う
な
問
題
か
ら
、
國
際
關
係
に
於
け
る
最
近
佛

蘭
西
の
態
度
を
遺
憾
こ
す
べ
き
か
、
英
米
問
の
親
善
…
關
係

設
定
に
封
ず
る
釘
応
相
互
の
氣
乗
薄
が
世
界
の
軍
籍
を
危

殆
な
ら
し
む
る
か
杯
ご
い
ふ
國
際
問
題
に
迄
及
ん
で
居
る



は
未
だ
し
も
、
我
國
の
政
治
組
織
は
腐
敗
し
て
居
る
か
ら
、

改
革
の
急
に
追
っ
て
居
る
ε
認
む
る
か
、
現
政
府
を
排
除

し
て
欝
由
主
義
に
得
す
る
師
面
縛
換
を
激
号
す
べ
き
か
杯

ご
い
ふ
際
ざ
い
問
題
さ
へ
取
扱
は
れ
て
居
る
。
當
日
は
各

カ
レ
ッ
ヂ
か
ら
賛
否
の
論
者
を
出
し
て
、
忌
揮
な
き
討
論

が
行
は
れ
る
が
、
論
者
の
中
に
は
間
々
カ
レ
ヅ
ヂ
の
貫
長

前
學
長
、
六
斎
長
等
も
な
い
で
は
な
い
が
、
大
多
数
は
勿

論
學
生
で
あ
っ
て
、
群
れ
に
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
や
ダ

ブ
リ
ン
か
ら
も
参
加
し
て
居
る
。
彼
昨
年
三
月
現
政
府
排

除
案
の
討
議
の
場
合
の
如
き
は
、
前
聞
長
が
こ
名
迄
も
賛

成
側
に
立
っ
て
居
る
焼
、
採
決
の
結
果
、
大
多
数
を
以
て

可
決
さ
れ
π
。
こ
れ
に
反
し
て
英
米
閣
係
が
世
界
の
李
和

を
危
く
す
る
こ
の
脱
営
は
否
決
さ
れ
て
居
る
。
私
は
こ
恥

を
我
國
の
現
状
ε
患
ひ
く
ら
べ
て
、
英
吉
利
の
大
詔
か
ら

大
政
治
家
や
大
外
交
家
等
の
野
田
し
た
歴
史
が
決
し
て
偶

然
で
な
い
ご
思
っ
た
。
自
由
の
精
熟
は
や
が
て
個
性
の
奪

重
ε
な
っ
て
現
れ
る
。
…
英
吉
利
大
學
に
於
け
る
敷
育
方
…
針

　
　
　
第
入
巷
　
維
纂
　
論
罪
厭
米
奥
界
管
見
（
下
）

の
根
抵
が
こ
、
に
置
か
れ
る
こ
ご
は
各
敷
授
の
辮
明
を
挨

た
す
ε
も
、
容
易
に
看
取
し
得
べ
き
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
猫

逸
流
の
ω
。
琶
諺
戦
の
研
究
上
の
便
宜
は
も
こ
よ
り
何
人
も

否
定
す
べ
き
で
な
い
け
れ
ざ
も
．
箸
を
取
る
だ
け
に
よ
く

整
っ
た
膳
立
や
手
を
取
る
ば
か
り
に
親
切
を
盤
く
す
素
干

の
指
導
振
は
英
吉
利
の
學
風
ご
一
致
し
さ
う
に
思
は
れ
ぬ

大
漁
に
關
係
あ
る
或
妙
辞
國
思
郷
入
は
私
に
向
っ
て
濁
逸
の
大

　
　
　
　
　
　
ア
ル
バ
イ
ト

學
で
は
畜
生
の
研
究
業
績
を
よ
く
敷
授
の
名
で
登
表
す
る

け
ご
も
、
英
吉
利
で
は
書
生
の
名
で
す
る
こ
ご
を
指
摘
し

淀
。
併
し
前
者
が
敏
授
の
著
述
こ
し
て
、
若
し
く
は
敷
授

ご
愚
生
ご
の
共
著
ざ
し
て
腰
表
す
る
の
は
、
共
業
績
が
壁

際
敷
授
の
指
導
に
負
ふ
ご
こ
ろ
の
多
い
こ
ご
到
底
後
者
の

比
で
な
い
爲
め
に
も
依
ら
う
ご
思
は
れ
る
。
濁
逸
に
覧
て

は
筍
く
も
幡
生
の
業
績
で
ω
o
慧
纂
憎
ご
激
授
の
指
導
ご
に

竣
た
な
い
も
の
が
あ
ら
う
か
◎
其
結
果
は
自
然
輪
生
が
…
敏

授
の
糖
化
を
受
け
過
ぎ
て
こ
れ
に
依
愛
す
る
こ
ご
、
も
な

ら
う
。
り
∩
o
巳
p
㌶
の
な
い
英
青
墨
の
大
黒
を
以
て
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
位
〃
四
號
　
　
　
一
〇
五
　
（
山
ハ
懸
口
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
難
　
纂
　
　
最
近
鰍
来
吏
界
管
児
（
下
）

比
べ
る
ご
、
其
子
育
方
針
は
全
く
放
任
ご
し
か
見
え
な
い

但
英
吉
利
の
大
學
に
は
古
く
か
ら
前
に
も
説
い
た
如
く

↓
鴛
。
凱
巴
ω
聖
心
。
諺
が
行
は
れ
て
、
激
授
は
學
生
に
干
す
る

面
角
日
が
定
ま
っ
て
居
る
け
れ
こ
も
試
案
。
憎
は
何
時
で
も

差
支
な
き
限
b
學
生
に
逢
っ
て
指
導
を
す
る
こ
ご
に
な
っ

て
居
る
。
而
か
も
其
指
導
振
砿
二
人
以
上
多
数
の
學
生
を

一
室
に
集
め
て
行
ふ
礁
ω
o
ヨ
宣
鉢
の
そ
れ
ご
は
違
っ
て
、
必

ず
｝
入
に
限
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
他
の
模
倣
に
依
っ
て
千

底
量
律
こ
な
る
が
如
き
弊
を
避
け
得
る
ご
共
に
、
一
、
二
§
其

人
も
よ
く
語
聾
の
個
性
を
知
っ
て
充
分
に
こ
れ
を
助
長
し

登
揮
さ
せ
る
や
う
に
誘
導
し
て
行
く
こ
ご
が
出
雲
る
。
私

の
見
た
ケ
ム
ブ
ソ
ツ
ヂ
の
円
2
も
。
「
H
Φ
×
氏
の
指
導
振
は
前

に
も
一
言
し
た
如
く
、
続
生
の
提
出
し
た
小
論
文
を
開
覧

，
し
た
後
、
「
指
導
を
受
け
に
來
た
本
管
に
向
っ
て
問
題
の
見

．
方
に
つ
い
て
の
種
々
の
質
問
を
試
み
、
梵
学
が
答
電
に
苦

あ
ば
、
更
に
問
題
の
側
面
か
ら
徳
義
的
に
説
明
も
し
質
問

も
し
て
學
生
が
正
解
に
達
す
る
ご
、
濃
墨
も
な
く
皮
下
を

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
〇
六
　
（
六
二
入
）

與
へ
乍
ら
次
の
問
題
に
移
る
あ
た
り
、
巧
妙
を
極
め
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　
亜
米
利
加
で
も
、
ハ
ー
プ
ー
ド
や
プ
ヅ
ン
ス
ト
ソ
の
如

英
吉
利
大
豊
の
影
響
を
承
け
た
大
営
に
於
て
は
円
9
9
巳

ω
務
け
。
ヨ
を
實
施
し
て
居
る
。
（
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
・
カ
レ
ッ
ヂ
の
甘
ぎ
。
・
。
百
敷
授
は
同
カ
レ
ッ
ヂ

に
は
暮
暮
霞
に
似
た
》
α
く
凶
ω
窪
の
あ
る
こ
ご
を
私
に

話
さ
れ
た
）
私
が
エ
ー
ル
大
學
の
骨
癌
日
ω
敷
授
ご
此

ω
巻
同
字
　
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
時
、
同
激
授
は
こ
れ
を

歎
美
し
て
、
金
ご
人
ご
さ
へ
あ
れ
ば
實
施
す
べ
き
も
の
で

あ
る
ご
い
は
れ
た
○
如
何
に
も
同
仁
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
容

易
で
な
い
こ
ご
は
、
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー
1
3
や
ケ
ム
ブ
ジ
ツ

ヂ
に
於
て
す
ら
世
界
大
戦
後
、
財
政
の
困
難
ビ
下
生
の
増

加
ご
に
｛
脅
さ
れ
て
い
此
歴
史
あ
る
制
胴
度
の
「
支
持
が
聯
か
危
ぶ

ま
る
、
や
う
に
な
っ
て
居
る
事
・
出
貰
で
も
高
郷
れ
や
う
。
且
つ

や
此
制
度
は
主
こ
し
て
カ
レ
ツ
ヂ
で
實
施
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
勺
8
撃
σ
q
麺
蜜
舞
。
ω
は
こ
れ
に
與
ら
澱
の
で
あ
る
か



ら
私
の
今
取
扱
っ
て
居
る
ω
Φ
鼠
塁
厭
の
問
題
に
直
接
開
係

の
あ
る
課
で
は
な
い
Q

　
第
三
に
は
濁
逸
の
大
學
で
は
話
語
が
す
べ
て
の
學
生
を
．

李
等
に
取
扱
っ
て
其
研
究
を
指
導
す
る
に
努
め
る
け
れ
ご

も
英
吉
利
や
佛
蘭
西
は
こ
れ
ご
趣
を
異
に
し
て
、
成
績
の

優
秀
な
る
葦
生
に
限
ら
れ
、
さ
も
な
き
も
の
は
こ
れ
を
放

任
す
る
の
傾
き
が
あ
る
。
6
暮
9
巴
聲
ω
9
ヨ
に
し
て
も
、

學
生
み
つ
か
ら
研
究
し
て
目
9
自
の
指
導
を
仰
ぎ
に
出
懸

け
る
も
の
は
寧
ろ
優
良
な
る
少
数
の
も
の
に
限
ら
れ
、
然

ら
ざ
る
も
の
は
自
然
日
暮
○
憎
の
室
に
遠
ざ
か
り
勝
こ
な
る

け
れ
ご
も
日
高
嚢
は
別
に
こ
れ
を
問
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
ィ
ロ
ン

後
日
私
が
コ
ロ
ム
ビ
ア
早
藤
の
政
治
學
部
の
部
長
タ
δ
Y

山
σ
聴
菱
α
q
o
敷
授
に
逢
っ
て
話
柄
が
英
米
大
判
激
育
の
比
較

に
及
ん
だ
時
、
命
毛
は
オ
ヅ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
や
ヶ
ム
ブ
ソ

ツ
ヂ
の
翌
8
H
難
ω
透
ぎ
は
專
ら
優
秀
な
る
學
生
を
相
手

ご
し
て
他
の
室
生
を
顧
み
な
い
ア
ソ
ス
ト
ク
ラ
チ
ッ
ク
な

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
亜
米
利
加
の
大
工
は
一

　
　
　
第
入
谷
　
雑
纂
　
最
近
欧
米
四
界
管
見
（
下
）

般
の
學
生
を
一
様
に
相
手
ご
し
て
居
る
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク

な
も
の
だ
ビ
い
っ
て
笑
は
れ
た
。
此
瓢
に
於
て
は
、
少
数

の
除
外
例
を
除
く
の
外
、
亜
米
利
加
の
大
鎧
は
出
逢
の
そ

れ
ご
共
通
瓢
が
あ
る
ご
謂
へ
や
う
。
さ
り
乍
ら
こ
れ
は
ま

ε
し
て
C
髭
Φ
7
σ
q
野
菜
9
8
の
場
合
で
あ
る
が
、
幅
。
零
σ
q
轟
－

山
舞
8
の
場
合
は
、
亜
米
利
加
の
大
鰐
で
も
、
成
績
の
優

秀
で
な
い
學
生
の
無
風
は
鎗
り
喜
ば
澱
や
う
で
あ
っ
て
、

此
輩
に
向
っ
て
は
相
互
の
ロ
實
を
設
け
て
諭
旨
退
學
の
方
・

針
を
軌
っ
て
居
る
や
に
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
話
の
某
激
授

が
私
に
洩
ら
さ
れ
た
〇
　
一
般
學
生
の
高
等
專
門
に
号
す
る

研
究
心
が
旺
盛
で
め
る
ご
共
に
、
其
研
究
慾
を
満
た
す
べ

き
各
種
の
設
備
の
開
放
さ
れ
て
居
る
灘
は
遺
に
猫
逸
で
あ

る
が
、
英
吉
利
や
佛
蘭
西
か
ら
見
れ
ば
、
優
良
學
生
以
外
に

訂
し
て
そ
れ
は
全
く
無
用
の
沙
汰
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
澱
。

私
は
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
中
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
及
ひ
ヶ

ム
ブ
リ
ツ
ヂ
爾
大
黒
王
立
委
員
會
の
報
告
書
を
見
た
が
、

忌
中
に
は
切
●
》
．
の
学
位
を
得
た
後
學
生
の
多
数
が
更
に
，

　
　
　
　
　
　
　
…
纂
四
號
　
　
　
一
〇
七
　
　
（
山
一
席
九
）



　
　
　
第
λ
「
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
最
近
歓
兼
斑
界
轡
見
（
下
）

研
究
に
從
罪
す
る
機
會
を
與
へ
ら
れ
ん
こ
ご
を
望
み
乍
ら

そ
れ
が
猫
逸
や
濁
逸
の
そ
れ
を
摸
倣
し
た
他
の
諸
國
の
大

學
制
度
に
左
駕
し
て
居
る
の
で
な
い
こ
ご
を
辮
註
し
て
居

坐
。
彼
等
委
員
の
観
察
に
蝶
る
ご
、
是
等
の
大
學
で
二
流

三
流
の
も
の
さ
へ
魏
は
つ
だ
男
女
學
生
の
大
多
薮
が
往
々

不
完
全
な
る
｝
般
激
育
を
受
け
た
ば
か
り
で
、
研
究
に
從

与
す
る
こ
ご
を
奨
櫛
さ
れ
て
居
る
の
は
決
し
て
好
ま
し
き

現
象
で
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
私
が
前
に
蓮
べ
た
如
く
英

吉
利
の
大
量
で
は
謹
選
ご
違
っ
て
優
秀
な
る
笹
生
に
限
っ

て
研
究
に
從
奏
す
る
の
資
格
を
認
め
て
居
る
か
ら
で
あ
る

而
も
委
員
は
今
田
凸
央
吉
利
に
撃
て
オ
ク
ス
フ
オ
ー
ー
3
や
ケ

ム
ブ
リ
ツ
ヂ
の
如
き
大
童
で
も
、
其
第
一
流
の
三
生
に
向

っ
て
す
ら
経
費
の
都
合
上
彼
等
に
滴
當
な
る
最
高
等
の
濁

創
酌
研
究
に
從
事
さ
せ
る
こ
ビ
も
零
墨
ね
ば
、
風
下
も
し

て
居
ら
漁
こ
ε
を
遣
憾
こ
し
て
居
π
o
研
究
資
格
の
制
限

に
は
一
理
あ
る
け
れ
ざ
も
無
條
件
で
は
遽
に
賛
成
し
難
い

併
し
此
黙
は
確
か
に
少
く
ご
も
英
佛
ご
猫
逸
ざ
の
ア
ヵ
デ

　
　
　
　
　
　
　
第
照
口
號
　
　
　
］
○
八
　
　
（
山
ハ
嚇
諒
○
）

ミ
ツ
ク
・
シ
ス
ナ
ム
ゆ
を
支
配
、
丁
る
精
棘
・
上
・
相
嫁
一
れ
緊
e
る
蒲
帽
、

違
で
あ
る
。
壮
齢
の
大
學
で
普
彊
な
Q
。
。
B
写
錠
が
野
馬
の

そ
れ
で
登
塾
せ
な
い
の
は
主
こ
し
て
私
が
数
へ
た
三
つ
の

原
因
に
基
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
勿
論
後
者
は
覚
ハ
交
明

が
古
く
、
守
蕾
的
精
紳
に
富
ん
で
居
る
望
め
に
、
蕉
制
保

守
の
傾
向
あ
る
こ
ご
も
、
第
四
因
こ
し
て
こ
れ
を
暴
げ
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。
現
に
晶
央
士
口
利
に
於
て
も
、
　
ロ
ン
ド
ン

大
學
の
如
き
比
較
的
に
優
渥
の
新
し
く
因
襲
に
捉
は
れ
る

こ
と
の
少
い
大
學
で
は
猫
逸
の
影
響
を
受
け
た
こ
思
は
る

、
ぎ
ω
一
概
三
〇
〇
古
里
㏄
δ
鼠
。
巴
力
8
0
舞
島
の
建
設
が
聯
か

後
れ
馳
の
氣
味
は
あ
り
乍
ら
、
兎
も
角
も
着
手
さ
れ
た
こ

ε
は
こ
れ
を
立
讃
す
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
英
吉
利
の
史

學
界
に
於
け
る
此
新
事
業
の
土
量
を
」
つ
の
興
昧
あ
る
謎

こ
し
て
注
親
す
る
ε
共
に
、
委
員
長
た
る
団
○
一
一
帥
盈
敷
授

其
他
私
の
逢
っ
た
ロ
ン
ド
ン
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
及
び

ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
の
委
員
各
位
の
掴
め
に
も
其
成
功
を
祝
藤

せ
ん
ε
す
る
も
の
で
あ
る
。



　
歓
洲
の
族
行
に
思
は
す
時
日
を
費
し
て
亜
米
利
加
の
滞

在
日
数
僅
に
一
箇
月
足
ら
す
ご
な
っ
た
私
は
、
大
學
こ
し

て
は
地
方
的
に
代
表
的
な
四
五
の
覗
察
に
蒲
足
す
る
の
外

な
か
っ
た
Q
即
ち
東
部
に
於
て
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
士
を
振

熱
し
ご
し
て
、
エ
ー
ル
、
ハ
ー
ヴ
ー
1
8
の
爾
大
潮
、
中
部

で
は
シ
カ
ゴ
大
學
、
西
部
で
は
カ
ソ
フ
オ
ル
ニ
や
及
び
ス

タ
ン
フ
オ
ー
1
3
の
爾
大
宰
で
あ
っ
た
。
就
中
東
部
地
方
は

比
較
的
長
く
潜
留
し
た
か
ら
、
其
印
象
も
一
ビ
入
深
い
の

は
是
非
な
き
次
第
で
あ
る
。
今
私
の
取
扱
っ
て
居
る
史
學

研
究
室
丈
に
つ
い
て
槻
察
す
る
ご
、
是
等
の
諸
大
學
が
二

王
の
影
響
を
受
け
て
居
る
こ
ご
言
ふ
迄
も
な
い
。
就
中
濁

逸
の
影
響
の
目
立
っ
て
見
え
る
の
は
す
べ
て
に
於
て
ω
？

駐
舜
蔓
　
の
設
備
の
あ
る
こ
ご
で
あ
る
Q
報
告
、
討
論
等

演
習
の
方
法
に
於
て
も
亦
大
差
な
い
ご
い
へ
や
う
。
而
か

も
是
等
の
大
學
を
通
じ
て
私
の
注
意
に
上
っ
た
亜
米
利
加

大
學
の
特
徴
は
、
G
り
窪
比
舜
蔓
ご
大
事
の
疑
σ
舜
受
ビ
を
別

々
に
取
離
さ
な
い
で
、
ご
σ
H
、
㌶
団
の
内
に
こ
れ
を
遣
く
こ

　
　
　
第
入
巻
　
’
雑
　
纂
　
　
最
近
緻
来
史
界
管
兄
（
下
）

ε
で
あ
る
。
勿
論
そ
れ
に
は
是
等
の
大
豊
丈
で
も
除
外
例

が
あ
る
。
例
へ
ば
コ
ロ
ム
ビ
γ
に
於
て
ほ
一
般
圓
書
館
の

建
物
ご
は
別
に
、
史
學
の
圖
書
室
即
ち
所
謂
U
o
窟
捧
欝
？

暮
巴
目
ま
毒
蔓
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
接
し
て
手
心
乍
ら
敷

授
室
が
相
阻
ん
で
居
る
Q
私
は
其
一
室
に
＝
醸
。
ω
敷
授

を
訪
問
す
る
ご
、
敷
授
は
偶
職
歴
の
演
習
を
指
導
し
て
居

ら
れ
た
窮
め
、
暫
く
隣
室
の
女
タ
イ
ピ
ス
ト
の
部
屋
で
待

だ
さ
れ
た
こ
ご
が
あ
る
。
こ
れ
が
抑
私
の
最
初
の
亜
米
利

加
大
盤
訪
問
で
あ
っ
た
か
ら
、
私
の
第
一
印
象
は
亜
米
利

却
の
大
學
の
史
書
研
究
室
は
濁
逸
の
摸
倣
に
過
ぎ
な
い
こ

い
ふ
の
で
あ
っ
た
が
、
其
後
エ
ー
ル
に
行
っ
て
始
め
て
下

書
館
の
書
庫
に
近
く
設
け
ら
れ
た
三
塁
。
鼠
。
巴
ω
o
琶
§
戦
冠

を
見
た
。
こ
、
に
は
．
】
つ
は
亜
米
利
加
の
國
吏
ご
他
は
其

他
の
諸
國
ご
し
て
欧
羅
巴
史
こ
の
二
つ
の
ω
○
言
鍵
受
が

あ
る
。
階
上
の
書
庫
を
出
で
て
金
蓮
か
ら
ぬ
ε
こ
ろ
に
箱

廣
い
閲
覧
室
が
あ
り
其
の
奥
狡
く
仕
切
つ
た
一
室
が
演
習

室
こ
な
っ
て
居
る
。
閲
覧
室
に
は
主
義
に
与
す
る
普
通
本

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
〇
九
　
（
六
一
三
）



　
　
　
第
二
巻
　
維
纂
　
最
近
歓
米
史
界
笛
見
下
）

を
周
園
の
壁
に
洛
う
た
架
上
に
遣
い
で
、
こ
、
に
入
室
を

許
さ
れ
た
寮
生
の
閲
覧
に
任
さ
れ
て
居
る
。
貴
重
玉
書
其

他
特
殊
の
も
の
杯
は
裏
書
舘
に
於
て
閲
覧
せ
ね
ば
な
ら
澱

が
こ
、
か
ら
の
出
入
は
頗
る
便
利
で
あ
る
。
私
が
｝
。
ぎ
ω
。
昌

激
授
の
目
お
ご
け
厳
寒
≒
。
O
h
》
量
。
脱
8
窪
田
ω
8
蔓
の
演

習
を
傍
聴
し
た
時
敷
瓦
が
史
料
ご
し
て
の
珍
貴
な
古
新
聞

雑
誌
を
圖
書
館
か
ら
持
即
し
て
學
生
に
示
し
乍
ら
説
明
さ

れ
た
の
を
見
て
、
研
究
室
と
圖
書
館
ビ
の
聯
絡
は
斯
様
に

あ
り
た
き
も
の
と
思
っ
た
。

　
次
い
で
軸
力
は
エ
ー
川
の
圖
書
館
長
囚
Φ
o
σ
q
び
氏
か
ら

ハ
ー
ブ
ー
1
3
の
走
書
館
長
O
O
o
臣
σ
q
o
敢
授
に
紹
介
さ
れ

て
仔
細
に
同
大
學
の
裏
書
館
を
始
め
館
内
に
あ
る
ω
①
黛
1

ぎ
群
団
閃
O
O
B
ω
や
○
り
嵩
O
陶
巴
ご
享
鼠
Φ
ω
を
仔
細
に
見
珍
し

叉
亜
米
利
加
史
界
の
皇
威
た
る
頃
9
鴇
浮
ω
敷
授
や
日
戸
§
興

言
授
賞
の
演
習
を
傍
聴
す
る
に
及
ん
で
始
め
て
最
も
私
の

理
想
に
近
い
研
究
設
備
を
螢
補
し
た
こ
の
戚
激
に
満
た
さ

れ
た
。
此
等
書
館
は
出
窪
q
国
璽
霧
≦
錠
。
β
2
寓
①
ヨ
巳
9

　
　
　
　
　
　
第
閃
門
號
　
　
　
一
】
0
　
　
（
山
偏
三
二
）

ご
σ
養
モ
ビ
繕
せ
ら
れ
、
千
九
百
十
二
年
に
彼
タ
イ
タ
ニ

ツ
ク
號
沈
没
ご
共
に
溺
死
し
た
同
大
學
出
身
の
≦
賦
9
霧

氏
の
記
念
の
薦
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
其
頃
年

若
か
つ
た
フ
氏
は
自
身
の
趣
味
か
ら
三
千
柵
の
珍
本
を
蒐

集
し
て
居
っ
て
、
若
し
も
こ
れ
を
置
く
べ
き
西
旭
な
建
物

が
出
立
た
嶢
に
は
舞
文
に
寄
附
す
る
や
う
に
ご
言
遺
し
て

奮
い
だ
。
然
る
に
當
露
悪
條
件
を
充
た
す
べ
き
建
物
が
同

大
學
に
な
か
っ
た
爲
め
に
、
ワ
氏
の
北
堂
直
撃
≦
届
洋
琴
厭

が
大
學
の
大
圖
書
館
π
る
べ
き
一
切
の
要
求
に
合
ふ
も
の

を
建
築
し
て
同
大
學
に
寄
附
し
だ
の
が
、
部
ち
現
達
書
館

で
あ
る
。
千
九
百
十
三
年
忌
起
工
し
て
か
ら
満
二
年
を
費

し
て
千
九
百
十
五
年
に
竣
成
し
た
。
建
築
の
方
針
が
既
に

さ
う
で
あ
っ
た
か
ら
全
健
の
結
構
ε
い
ひ
、
内
部
の
装
遣
．

ご
い
ひ
、
實
に
完
美
を
極
め
た
も
の
で
、
ノ
ζ
鑓
2
2
竃
？

ヨ
。
凱
巴
園
o
o
ヨ
を
始
め
、
日
お
霧
鐘
①
畦
○
○
ヨ
M
司
ρ
葺
。
。
≦
o
四
日

図
o
o
讐
　
（
矢
張
同
大
墨
・
の
出
∵
身
で
千
九
百
十
五
年
霜
露
西

で
載
死
し
た
頴
養
雲
δ
琶
ρ
氏
の
爲
め
に
其
爾
親
の
寄
附



ビ
係
る
室
）
u
。
奪
①
蔓
δ
。
ヨ
其
他
書
庫
閲
覧
室
カ
ー
ド

室
等
何
れ
も
寛
澗
な
る
場
所
を
占
め
て
見
る
か
ら
に
氣
持

が
よ
い
。
而
か
も
私
の
讃
歎
し
て
措
か
な
い
の
は
、
猫
ほ

他
に
あ
る
。
こ
、
で
も
三
階
（
日
本
流
で
は
四
階
・
の
書
庫

の
上
に
ω
Φ
筥
舜
旨
き
。
日
引
が
相
並
ん
で
居
る
が
冷
其
中

最
も
廣
い
室
で
缶
9
罫
汐
。
。
敏
授
の
演
習
に
用
み
て
居
た
ビ

u
こ
ろ
に
は
周
圃
の
書
架
に
多
少
の
聞
書
が
置
か
れ
て
あ
っ

た
け
れ
ざ
も
、
概
し
て
書
架
の
設
備
は
あ
り
乍
ら
圖
書
は

殆
ざ
見
當
ら
な
か
っ
た
。
言
ふ
迄
も
な
く
最
も
書
庫
に
近

い
か
ら
で
あ
ら
う
。
書
庫
に
入
っ
て
見
る
と
、
驚
い
た
の

は
窓
側
に
漕
う
て
大
き
な
本
立
を
備
へ
た
一
脚
の
デ
ス
ク

（
O
Φ
鼠
く
。
受
U
Φ
粛
白
）
ざ
椅
子
ご
が
概
か
れ
て
、
學
生
の

津
等
暮
Φ
ω
け
a
×
に
供
さ
れ
て
居
る
も
の
が
都
合
三
百
の
多

き
に
達
し
て
居
る
こ
ご
、
、
且
つ
こ
れ
も
關
係
書
庫
の
爾

側
に
主
ε
し
て
同
大
學
の
敷
授
及
び
他
か
ら
來
訪
の
篤
學

者
の
爲
め
に
す
る
專
用
の
研
究
室
が
約
七
十
迄
設
け
ら
れ

て
居
る
こ
ご
で
あ
っ
た
。
書
庫
内
の
デ
ス
ク
ご
聞
け
ば
、

　
　
　
第
八
巻
　
雑
纂
　
最
近
駄
来
史
界
管
見
（
下
）

光
線
の
不
充
分
な
細
謹
さ
を
思
ひ
津
べ
ら
れ
や
う
が
、
事

事
は
こ
れ
を
裏
切
っ
て
非
常
に
明
る
い
。
敷
授
の
研
究
室

は
弓
手
荻
で
は
あ
る
が
、
一
人
の
書
齋
こ
し
て
は
デ
ス
ク

の
あ
π
り
當
用
の
尊
書
を
容
れ
だ
上
に
、
猶
ほ
数
人
ビ
も

會
漏
し
得
る
除
地
が
あ
る
。
私
が
↓
き
ρ
巽
敷
授
の
亜
米

利
加
史
の
O
Q
Φ
B
凶
養
蔓
の
傍
聴
を
量
っ
た
こ
こ
ろ
へ
、
館

内
案
内
の
爲
め
に
見
え
た
　
〉
び
び
。
露
　
敷
授
ビ
共
に
、
タ

激
授
の
研
究
室
を
訪
つ
れ
る
ご
、
そ
こ
に
は
敏
授
の
デ
ス

ク
．
の
横
に
、
方
七
入
寸
志
の
木
の
箱
を
幾
十
ご
な
く
積
み

重
ね
た
も
の
が
置
か
れ
て
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
各
種
の
ノ

ー
ト
が
一
杯
入
っ
て
居
っ
て
、
　
一
枚
一
の
も
の
も
あ
れ

ば
、
　
一
冊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
杯
も
あ
っ
て
大
小
雑
多
で

は
あ
る
が
、
そ
2
1
β
＼
見
易
く
分
類
さ
れ
て
居
る
の
を
覗

い
て
見
乍
ら
ア
敷
授
は
實
に
驚
異
す
べ
き
も
の
だ
ビ
歎
聲

を
襲
せ
ら
れ
淀
。
何
れ
は
タ
激
授
に
取
っ
て
の
研
究
の
玉

・
手
篤
で
あ
ら
う
。
暫
く
し
て
反
謝
の
側
に
あ
る
ア
敷
授
の

研
究
室
に
案
内
さ
れ
だ
が
、
・
こ
、
に
は
壁
に
沿
う
た
書
架

　
　
　
　
　
　
　
第
四
聴
叩
　
　
「
一
一
　
一
　
（
六
蜜
ゴ
ニ
）



　
　
　
第
八
巷
　
雑
纂
　
最
近
歓
米
幾
舞
答
見
ハ
下
）

に
多
く
の
蟄
考
圖
書
が
竣
べ
ら
れ
、
鍛
授
も
亦
タ
澱
授
同

様
の
玉
手
筥
の
五
六
を
几
邊
に
籏
み
重
ね
ら
れ
て
居
る
の

を
見
受
け
π
。

　
こ
、
の
圖
書
館
は
史
學
に
渇
す
る
藏
書
が
殊
に
豊
富
で

あ
っ
て
、
オ
ト
マ
ン
望
事
及
び
民
族
學
の
そ
れ
は
他
に
比

類
が
な
く
、
歓
洲
丁
零
に
濁
逸
史
ご
佛
蘭
西
奥
こ
の
研
究

吏
料
に
継
て
は
亜
米
利
畑
國
爵
号
も
藏
書
に
富
む
ご
い
は

れ
て
居
る
。
是
程
の
事
書
を
手
近
に
置
い
て
、
さ
な
が
ら

白
…
身
の
書
卓
の
・
如
く
自
由
に
利
用
し
得
る
敷
授
、
學
生
は

如
何
ば
か
り
幸
・
編
で
あ
ら
う
。
是
等
の
特
別
席
に
於
け
る

呼
樋
の
閲
覧
は
決
し
て
一
時
的
で
は
な
ぐ
、
若
し
も
引
績

き
借
り
て
遣
か
う
ε
思
へ
ば
、
兼
ね
て
交
付
さ
れ
だ
一
枚

の
印
刷
し
た
厚
い
紙
片
の
上
部
に
Ω
り
㌶
σ
q
o
簿
U
潜
く
。
受

．
U
o
ω
κ
ご
あ
る
も
の
、
指
定
の
部
分
に
そ
れ
た
＼
書
架
の

、
番
號
座
席
の
番
號
及
び
自
身
の
氏
名
を
書
き
入
れ
て
、
本

に
挿
み
其
上
部
を
つ
き
出
し
て
置
け
ば
、
館
員
が
一
定
の

、
時
期
に
廻
っ
て
來
て
そ
れ
を
裁
取
っ
て
持
っ
て
行
っ
て
呉

　
　
　
　
　
　
　
第
㎝
四
號
　
　
　
一
一
二
　
　
（
六
三
圏
）

れ
る
か
ら
、
今
度
は
其
代
り
に
同
じ
紙
片
の
労
霧
。
フ
、
。
瓢

ご
記
し
た
部
分
を
挿
ん
で
置
け
ば
よ
い
。
若
し
不
用
こ
な

っ
て
返
さ
う
ご
思
へ
ば
、
叉
同
じ
紙
片
の
末
端
に
知
事
三
ρ

ε
。
。
ま
罵
ご
記
し
た
部
分
を
本
に
挿
ん
で
デ
ス
ク
の
上
に

置
け
ば
館
員
が
始
末
し
て
呉
れ
る
。
尤
自
身
で
書
架
に
戻

し
入
れ
る
こ
ご
は
許
さ
れ
漁
。
若
し
又
一
箇
月
以
上
に
亙

っ
て
借
…
り
て
置
か
う
ご
思
へ
ば
、
磁
壁
紙
片
　
を
取
情
襖
へ
さ
へ

す
れ
ば
宜
し
い
。
、
激
授
の
研
究
室
に
は
入
口
の
芦
の
中
程

に
小
さ
な
紙
片
を
入
れ
る
箱
が
出
で
、
居
る
。
敷
授
用
、
・

學
通
用
共
其
座
席
は
手
元
い
か
ら
、
寓
身
の
所
残
本
を
持

っ
て
來
て
亀
研
究
に
從
事
す
る
こ
ご
も
出
來
る
。
但
此
…
場

合
は
館
員
の
不
注
意
で
書
架
に
持
っ
て
行
か
れ
譲
や
う
閥

著
者
自
身
の
氏
名
を
共
融
に
載
せ
て
置
く
や
う
注
意
さ
れ

て
居
る
。

　
こ
、
の
紛
①
導
一
塁
受
が
濁
逸
の
そ
れ
ご
異
な
る
瓢
は

QQ

ｳ
鼠
欝
弓
の
圖
書
室
1
1
藩
田
る
も
の
が
殆
ご
な
い
こ
い
っ
て

宜
し
い
こ
ご
、
、
圖
書
館
が
翻
ち
ω
①
厳
貯
鍵
の
圖
書
室
で



あ
る
こ
と
、
で
、
從
っ
て
又
Q
っ
。
ヨ
営
母
に
附
堕
す
る
閲
覧

室
こ
い
ふ
も
の
も
な
い
こ
ご
で
あ
る
。
加
。
瞬
げ
鍵
の
圖
書

室
に
は
弁
識
よ
く
細
ま
る
＼
圖
書
を
置
く
の
例
で
あ
っ
て

に
れ
丈
で
な
研
究
上
六
七
て
充
分
ご
い
へ
澱
か
ら
？
吏
學

の
研
究
の
如
き
は
必
ず
別
に
圖
書
館
の
利
用
を
必
要
ε
す

る
こ
ご
私
の
既
に
指
摘
し
た
池
り
で
あ
る
。
若
し
略
ω
？

惹
…
メ
を
大
言
書
館
の
内
に
置
一
死
が
出
來
た
な
ら
嘆

そ
れ
は
理
想
的
の
設
備
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
澱
。
私
は
ハ
ー

ザ
ー
ド
北
於
て
所
謂
ご
誓
巴
団
8
暮
邑
…
鑓
江
○
一
囲
の
實
現
に

接
し
た
の
で
あ
み
。
而
か
も
僅
々
七
年
前
（
昨
年
か
ら
数

へ
て
）
の
新
施
設
で
あ
っ
て
遠
き
將
來
は
い
ざ
知
ら
す
、

今
H
に
於
て
は
殆
ざ
こ
れ
に
抑
ふ
べ
き
何
物
も
な
い
か
ご

思
は
れ
た
Q
尤
こ
、
に
も
ω
℃
o
臨
巴
『
浮
峯
犠
ゆ
ω
が
な
い
で

は
な
い
が
、
そ
れ
も
此
新
館
の
出
町
ぬ
前
は
別
な
建
物
に

遣
か
れ
て
あ
っ
た
も
の
が
今
は
大
抵
館
内
に
富
め
ら
れ
る

こ
ご
、
な
っ
た
か
ら
、
研
究
上
の
不
便
を
黙
す
る
や
う
な

ご
ざ
は
決
し
て
な
か
ち
う
ε
思
は
れ
る
。

　
　
　
二
型
巷
　
雑
纂
　
最
近
駄
来
斑
界
管
見
（
下
）

・
此
館
内
の
特
別
閲
覧
席
の
設
備
が
如
何
に
ハ
ー
ヴ
」
ド

大
學
圖
書
館
の
誇
で
あ
る
か
は
葡
く
も
同
大
學
圖
書
館
の

事
を
幽
い
π
程
の
も
の
に
は
皆
こ
れ
を
特
筆
し
て
　
〉

臼
。
。
讐
σ
q
門
誘
騰
馬
畠
僧
舜
。
8
雲
上
ご
C
つ
て
居
る
の
で
も

知
れ
や
う
Q

　
…
…
…
困
房
臼
玉
嵩
σ
q
戸
富
ぼ
［
樋
。
ゴ
曽
舜
0
8
鼠
ω
鵠
。
凶
。
。
夢
。

　
讐
。
く
霞
8
0
h
巴
o
o
〈
o
ω
o
弓
ω
叶
9
藷
♂
湧
℃
臨
く
舞
Φ
簿
管
下

　
巴
9
面
。
器
ω
錠
Φ
二
罵
〇
二
〇
9
ぎ
暮
諺
Φ
拷
搾
。
．
す
南
昏

　
9
p
＄
o
び
o
h
爵
。
ω
貯
＝
℃
℃
o
畦
ゆ
o
o
誘
M
8
警
㌶
密
。

　
ω
宮
島
2
旨
≦
げ
。
｝
嬉
田
9
8
Φ
鴇
　
8
け
び
。
’
。
。
げ
0
7
①
ω
妻
籠

　
巴
≦
9
団
ω
讐
仙
0
9
聖
誕
凶
。
暮
欝
乞
。
・
・
嚇
8
一
器
鷲
暮
審
民

　
〆
菩
興
。
げ
。
ヨ
9
団
紳
鴇
。
け
一
夏
げ
O
o
】
（
。
。
冨
器
。
号
8
二
ω
Φ

　
舞
偶
ヨ
遂
老
妻
昏
Φ
日
二
【
巳
。
ω
貯
吾
践
・
…
…
…
（
目
δ

　
翠
霞
奉
a
に
σ
養
受
》
＆
8
げ
。
鵠
鍵
蔓
最
知
窃
薯
7

　
q
2
2
嵩
。
量
。
凱
鎮
口
げ
鏡
蔓
切
二
出
ら
州
磯
）

而
か
も
此
設
備
は
敢
て
亜
米
利
加
大
島
の
濁
創
ご
い
ふ
課

で
は
な
く
、
私
の
前
に
説
い
た
、
英
吉
利
の
大
忌
や
ヵ
レ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
鱗
　
　
　
い
　
嚇
一
二
　
（
轟
ハ
一
二
五
）



　
　
　
第
入
学
　
維
纂
　
最
近
緻
来
吏
界
管
見
（
下
）

ツ
ヂ
の
図
書
館
の
≧
8
く
。
超
ω
叶
。
讐
に
歯
來
し
て
居
る
ε

思
ふ
。
所
詮
に
σ
毒
受
中
心
の
英
吉
利
風
に
、
濁
逸
一
流

の
6
α
。
ヨ
貯
霧
団
の
一
郵
を
加
味
し
て
、
そ
れ
を
亜
米
利
加

の
富
力
で
理
想
的
實
現
を
見
た
も
の
が
帥
ち
亜
米
利
加
式

の
ω
o
鼠
§
蔓
で
あ
る
ご
い
ひ
た
い
。

　
エ
ー
ル
の
購
書
館
は
設
備
が
不
完
全
で
あ
る
黒
め
、
近

ぐ
新
築
の
計
書
が
略
成
っ
て
敷
地
の
選
定
も
忌
ん
で
居
る

や
に
聞
い
た
Q
ハ
ー
ヴ
ー
ド
の
見
學
を
絡
へ
て
エ
ー
川
に

　蹄

ﾁ
て
來
た
私
は
早
速
内
o
o
σ
q
げ
氏
に
逢
っ
て
ハ
ー
ヴ
ー

ド
の
墨
書
館
か
ら
受
け
た
私
の
好
印
象
の
一
端
を
述
べ
て

挨
拶
を
す
乃
ご
、
生
船
負
け
嫌
ひ
ご
い
ふ
よ
り
か
寧
ろ
エ
「

ー
ル
思
ひ
の
キ
氏
は
言
下
に
ハ
ー
ヴ
」
ド
に
U
。
臨
く
Φ
受

U
o
の
H
（
の
三
百
あ
る
も
の
な
ら
、
我
等
の
新
築
興
亡
館
に

は
三
百
五
十
も
四
百
も
作
っ
て
見
せ
ま
せ
う
ご
い
は
れ
た

羨
し
い
事
だ
が
、
我
等
に
は
三
分
夢
想
だ
も
出
來
諏
9
そ

れ
は
兎
も
角
、
其
後
私
の
見
た
各
地
の
大
祭
に
於
て
は
ハ

推
ヴ
ー
ド
程
大
規
模
の
も
の
は
箕
箒
ら
な
か
っ
た
け
れ
ご

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
一
四
　
（
六
三
六
）

も
型
に
於
て
一
致
し
た
も
の
は
あ
っ
た
Q
例
へ
ば
カ
ソ
フ

ォ
ル
ニ
ヤ
で
は
圖
書
写
の
中
に
岡
書
室
ご
閲
覧
室
ご
を
兼

ね
た
ω
§
ρ
冒
錠
δ
○
ヨ
が
あ
り
、
又
ス
タ
ソ
フ
ォ
ー
1
3
で

は
こ
れ
も
三
型
館
の
中
に
同
様
し
り
。
巳
舜
目
ご
酵
霧
図
や

戸
。
ω
窪
く
a
切
。
昆
図
・
。
日
が
あ
る
。
彼
U
皇
く
・
q
U
区
（

の
如
き
も
型
ば
か
り
の
小
さ
な
机
を
書
庫
の
外
側
に
置
い

て
居
る
も
の
は
こ
、
そ
こ
で
見
受
け
た
が
、
中
に
も
カ
ジ

フ
ォ
ル
ニ
や
大
聖
の
有
名
な
団
磐
2
0
津
ご
σ
舜
受
の
書
庫

内
に
9
銭
舞
審
ω
の
使
用
に
供
す
る
覚
め
に
設
け
ら
れ
て

居
る
デ
ス
ク
の
如
き
は
数
に
於
て
少
い
け
れ
ご
も
、
置
ハ
大

き
さ
は
路
ハ
ー
プ
ー
ド
の
そ
れ
に
髪
髭
た
る
も
の
で
あ
っ

た
。
又
ス
タ
ン
フ
オ
奮
ド
で
は
書
生
の
望
め
に
も
少
数
乍

ら
一
，
問
ご
仕
切
っ
た
研
究
室
の
設
備
が
あ
る
の
を
見
受
け

た
。　

演
習
の
方
法
は
敷
授
に
依
っ
て
も
ε
よ
り
一
梯
…
で
は
な

い
。
私
が
シ
カ
ゴ
．
大
學
で
巾
人
里
一
処
長
野
O
H
・
騨
二
σ
q
鑓
鋭
敏
楓
双

に
逢
っ
て
此
事
に
言
及
し
た
時
、
敷
授
は
自
分
も
同
僚
の



誰
彼
も
そ
れ
ぐ
に
皆
其
流
儀
が
蓮
ふ
ご
言
っ
て
笑
っ
て

居
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
翼
然
で
あ
ら
う
。
併
し
私
の
見
學

し
た
限
り
で
は
、
一
つ
の
共
通
な
大
き
な
題
目
の
中
か
ら

殺
生
各
自
に
小
題
目
を
與
へ
て
逐
次
報
告
を
さ
せ
乍
ら
質

問
討
論
を
…
進
め
て
行
く
ざ
い
ふ
遣
口
が
多
か
っ
た
○
報
告

の
方
法
は
報
告
書
を
朗
讃
す
る
も
の
、
要
撃
を
書
綴
つ
だ

も
の
を
見
乍
ら
魔
術
し
て
行
く
も
の
杯
是
亦
一
…
榛
で
は
な

か
っ
た
が
、
何
れ
も
材
料
を
カ
ー
1
3
に
抄
呵
し
た
も
の
を

牧
め
た
カ
ー
1
3
箱
を
座
右
に
置
い
て
時
々
自
［
身
で
も
又
激

授
の
質
問
に
逢
っ
て
も
、
こ
れ
を
繰
り
乍
ら
引
卜
す
る
を
例

ご
し
て
居
だ
。
指
導
敷
授
の
中
に
は
、
少
く
聞
い
て
多
く
辮

す
る
エ
ー
ル
の
》
亀
お
≦
ω
敏
授
の
如
き
も
あ
れ
ば
そ
れ
ご

反
手
に
多
く
聞
い
て
少
く
肥
す
る
ハ
ー
プ
ー
ド
の
円
g
毒
醇

敷
写
の
如
き
も
あ
っ
た
Q
総
じ
て
一
入
の
報
告
が
与
り
に

長
く
て
時
間
を
取
る
の
を
敷
藁
も
學
生
も
号
し
て
聴
い
て

居
る
場
会
は
だ
れ
氣
味
ご
な
る
こ
ご
を
免
れ
ぬ
。
そ
こ
へ

行
ぐ
ご
、
ア
敏
授
の
如
き
は
耳
の
悪
い
せ
み
も
あ
ら
う
や

　
　
　
策
入
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
最
近
欧
来
史
界
管
見
（
下
）

い
つ
も
聲
も
張
b
上
げ
時
に
は
手
を
振
り
験
し
で
元
氣
よ

く
、
要
所
融
々
を
捉
へ
て
質
問
に
討
論
に
毫
も
學
生
を
倦

ま
せ
す
、
指
導
し
て
行
か
ε
、
ご
こ
ろ
手
に
入
っ
た
も
の

で
湘
傍
で
聴
い
て
居
っ
て
も
き
び
／
N
ご
し
て
氣
持
が
よ

か
っ
た
が
、
夫
丈
學
生
に
取
っ
て
は
な
か
ぐ
樂
で
は
な

ざ
～
う
で
あ
っ
た
。
長
い
テ
ー
ブ
ル
の
一
端
に
敷
授
が
腰

を
懸
け
ら
れ
る
ご
、
そ
れ
に
近
く
男
學
生
一
名
ご
女
亭
生

二
名
ご
が
向
ひ
合
っ
て
席
に
就
い
て
細
る
。
敏
授
は
開
始

に
先
き
だ
っ
で
私
の
爲
め
に
特
に
演
習
の
目
的
其
経
過
の

大
要
を
一
ご
わ
た
り
説
明
ざ
れ
た
が
、
要
す
る
に
、
亜
米

利
加
の
殖
民
地
に
於
け
る
英
吉
利
の
制
度
を
取
扱
ふ
も
の

で
あ
っ
て
、
男
芽
生
は
マ
ッ
ナ
チ
ュ
至
心
ソ
ッ
、
女
學
生
の

一
人
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
　
一
入
は
サ
ウ
ス
及
び
ノ
ー
ス
・

カ
ロ
ラ
イ
ナ
を
分
弛
し
、
各
自
其
食
料
を
カ
ー
ド
に
抄
録

し
て
居
る
こ
い
つ
て
彼
等
に
其
ヵ
r
ド
箱
を
出
さ
せ
て
私

に
示
さ
れ
た
の
を
見
る
ご
、
多
数
の
書
き
溜
め
π
カ
ー
1
3

を
文
學
・
生
ば
事
項
別
に
、
女
三
生
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
チ
カ
ル

　
　
　
　
　
　
　
．
盤
罪
四
四
　
　
　
】
　
応
唱
　

（
六
三
七
）



　
　
　
第
三
巷
　
　
維
　
纂
　
　
最
近
駄
恥
曳
界
管
見
（
下
）

に
槍
蛮
し
易
き
や
う
に
分
類
を
し
て
居
っ
た
。
男
學
生
が

喋
々
ご
マ
ッ
サ
チ
ュ
ー
セ
ソ
ッ
の
制
度
を
説
画
し
た
後
を

凱
ス
け
て
マ
ツ
轟
ノ
ヂ
ュ
ー
セ
ソ
ッ
シ
ス
プ
ム
は
他
の
州
一
ε
は

除
程
礎
つ
た
特
殊
の
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
指
摘
さ
れ
る
か

ご
見
れ
ば
、
私
に
驚
き
直
っ
て
日
本
の
場
合
の
行
政
組
織

を
質
問
さ
る
、
等
時
間
割
の
上
で
は
二
時
聞
ビ
な
っ
て
居

る
も
の
を
、
三
時
間
ぶ
つ
愛
し
で
、
敷
授
畢
生
共
不
漸
の

緊
張
を
績
け
た
後
、
次
回
の
討
論
の
題
目
を
言
渡
し
て
漸

く
退
散
こ
な
っ
た
。
女
學
生
の
一
人
で
ニ
ュ
ー
訂
」
ク
の

報
告
者
は
敷
授
の
質
問
に
即
し
て
鷹
…
二
流
る
、
如
く
で
、

心
な
し
か
漱
授
も
聯
か
敬
意
を
表
し
て
居
ら
る
、
や
う
に

見
受
け
た
が
、
後
に
改
悟
か
ら
男
學
生
心
他
の
女
學
生
ご

は
共
に
属
．
〉
・
で
竃
・
》
・
の
學
位
を
得
や
う
こ
す
る
も
の
・

で
あ
る
が
、
件
め
女
學
生
は
現
に
窓
・
簿
．
で
国
肖
働
U
．
を

得
や
う
こ
し
て
居
る
ざ
聞
か
さ
れ
て
、
遺
に
雪
へ
ぬ
も
の

8
思
っ
た
。
演
習
の
絡
っ
て
か
ら
暫
く
除
談
を
交
へ
て
敏

授
ビ
室
外
に
出
で
た
私
は
叉
隣
り
の
圖
書
室
に
居
残
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
築
、
購
號
　
　
一
工
ハ
（
六
三
入
目

謎
書
に
除
念
の
な
い
件
の
女
老
生
を
見
受
け
た
の
で
あ
る

藪
授
は
私
こ
の
難
談
の
申
に
6
。
o
慧
舜
受
8
ξ
。
。
o
は
敷
授

が
學
生
の
研
究
を
助
け
る
ば
か
b
で
な
く
、
敷
授
も
亦
學

生
に
助
け
ら
れ
相
互
に
助
け
遵
ふ
も
の
で
あ
る
ご
い
っ
て

居
ら
れ
た
が
、
學
生
は
少
数
乍
ら
研
究
に
没
頭
す
る
人
丈

あ
っ
て
頭
謄
の
明
断
な
も
の
も
少
く
な
く
、
　
一
々
の
原
料

に
つ
い
て
精
緻
な
研
究
を
途
げ
た
も
の
に
封
し
て
は
、
敷

授
の
方
で
も
路
費
螢
さ
る
、
場
合
が
あ
る
ら
し
い
が
、
そ

こ
は
U
①
彗
o
o
舜
受
の
國
丈
あ
っ
て
、
国
警
の
知
ら
澱
こ

と
は
有
禮
に
困
磐
B
き
骨
ρ
轟
。
ω
ヨ
，
○
杯
ご
他
臼
の
調
査

を
約
す
る
は
李
氣
で
あ
る
Q
ハ
覧
プ
ー
1
3
の
国
画
ω
ぎ
謬
激

授
は
エ
ー
ル
の
ア
翼
翼
ご
同
じ
く
米
國
史
書
の
景
象
で
あ

る
。
私
は
同
舟
授
の
顛
ω
8
ユ
。
富
国
窪
。
σ
q
舜
℃
一
算
碧
自

9
三
。
繋
止
の
○
り
⑦
日
凶
舜
蔓
を
傍
聴
し
た
が
枕
9
旨
9
薫
旨
㌣

o
ヨ
ω
の
中
で
は
最
も
勢
い
室
で
津
圃
日
餌
議
団
鍵
，
○
養
曾
暮
霧

の
爲
め
で
は
あ
ら
う
が
、
出
席
者
は
二
十
二
三
名
、
私
は

未
だ
ω
2
嵐
夷
蔓
で
是
程
多
歎
の
學
生
を
見
た
事
が
な
い



歌
貌
魁
偉
精
力
旺
盛
年
爾
エ
ハ
十
鵡
剛
後
か
ご
思
は
る
、
激
授

は
雛
曜
義
・
を
け
難
め
ら
る
、
晶
剛
に
私
ご
族
行
の
事
杯
曹
く
談
笑

し
て
後
｝
隅
の
椅
子
に
か
け
ら
れ
た
ま
、
、
一
枚
の
原
稿

を
も
持
た
争
に
、
心
々
ご
亜
米
利
加
の
東
部
か
ら
中
央
、

西
南
北
ご
有
力
な
る
公
私
の
圖
書
館
古
文
書
館
博
物
館
等

を
中
心
に
、
そ
れ
ら
に
隠
す
る
國
史
の
無
料
の
重
な
る
も

の
を
畢
げ
て
物
に
依
っ
て
は
簡
軍
な
解
題
を
も
試
み
ら
れ

又
地
方
史
會
等
の
地
方
の
學
會
に
迄
言
及
さ
れ
た
が
、
各

圖
書
館
の
藏
書
の
特
長
を
暴
げ
ら
れ
た
中
に
新
聞
紙
の
牧

藏
に
富
む
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
の
を
聞
い
て
》
私
は
日
本

の
裏
書
館
で
も
此
方
面
の
蒐
集
に
着
手
す
べ
き
除
地
が
あ

る
こ
ご
を
患
合
せ
旋
。
敷
授
は
説
明
を
絡
つ
だ
後
今
後
の

研
∵
究
方
法
を
説
か
れ
て
、
學
轟
轟
宮
に
其
分
据
す
べ
き
部

門
を
申
出
で
さ
せ
、
一
々
こ
れ
を
書
留
め
ら
れ
た
後
、
次

同
よ
り
討
論
を
行
ふ
こ
ご
を
言
渡
さ
れ
た
。
私
は
敢
授
の

講
義
が
丁
度
自
身
の
こ
れ
か
ら
見
學
に
墾
ら
う
こ
す
る
地

方
の
好
案
内
ご
な
っ
た
こ
ご
を
戚
謝
し
て
猫
ほ
亜
米
利
廓

　
　
　
第
入
谷
　
雑
纂
　
最
近
鰍
来
史
界
停
見
ρ
下
）

各
州
に
現
存
さ
る
、
地
方
史
會
に
つ
い
て
特
殊
の
興
昧
を

有
す
る
こ
と
を
述
べ
る
ご
、
即
身
は
更
に
私
の
旋
行
の
途
．

次
に
當
っ
て
居
る
見
學
箇
所
に
つ
い
て
前
の
説
明
を
補
足

さ
れ
だ
。
此
黙
に
つ
い
て
は
同
一
の
示
敢
に
預
っ
た
ワ
シ

ン
ト
ン
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
イ
ン
ス
タ
ゴ
プ
ユ
ー
シ
ヨ
ン
の
歴

史
研
一
究
部
長
｝
9
ヨ
。
ω
o
⇔
激
授
ご
五
戸
に
深
厚
な
る
謝
出
忍
を
表

し
た
い
。

　
最
後
に
私
は
エ
ー
ル
大
霜
の
》
母
諺
ω
敷
授
の
談
話
の

一
節
を
以
て
出
居
を
結
ば
う
。
ア
氏
は
今
は
定
年
を
過
ぎ

て
退
隠
さ
れ
て
居
る
け
れ
ざ
も
、
演
習
の
天
才
で
あ
っ
た

こ
ご
を
同
氏
に
師
事
さ
れ
だ
朝
河
敏
授
よ
り
聞
い
た
か
ら

同
民
の
紹
介
で
一
夕
私
邸
に
訪
問
し
た
。
痩
躯
鶴
の
如
き

自
髪
温
顔
の
敷
授
は
演
習
の
方
法
に
就
て
の
私
の
質
問
に

慮
じ
て
別
段
に
攣
っ
た
意
見
も
な
い
が
ご
前
澄
し
乍
ら
、

d
鼠
Φ
お
難
号
㌶
o
ω
に
燃
し
て
は
成
る
べ
く
少
数
の
紐
に
分

け
て
こ
れ
を
行
ひ
、
又
講
義
前
に
十
分
間
小
論
交
を
課
す

る
も
よ
か
ら
う
。
叉
・
9
銭
舜
塞
に
淫
し
て
は
同
一
の
題

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
一
七
　
（
六
三
九
）



　
　
　
第
入
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
最
近
緻
来
史
界
管
見
（
下
）

扇
を
一
同
に
課
し
で
討
論
を
行
は
せ
る
に
如
く
は
な
い
◎

論
難
を
護
ま
す
こ
と
は
他
の
叢
生
の
興
昧
を
惹
起
さ
漁
か

　
ト
レ
び
ン

ら
練
脅
に
な
ら
ぬ
。
尤
敷
授
よ
り
豫
め
其
問
題
に
つ
い
て

の
国
σ
同
δ
σ
q
窮
替
団
を
授
け
る
こ
ご
は
し
な
い
訴
、
、
學
生
自

身
に
瞼
索
さ
せ
る
こ
ご
、
し
た
い
。
或
は
演
習
は
中
世
史

迄
は
行
へ
る
が
、
亜
米
利
加
の
近
世
史
の
如
き
除
り
に
史

料
の
豊
富
な
時
代
は
實
行
不
可
能
で
あ
る
と
説
く
人
も
あ

る
が
、
そ
れ
は
其
方
法
を
知
ら
澱
か
ら
で
、
自
分
は
決
し

て
さ
う
は
思
は
ぬ
ご
謙
遜
な
る
敷
授
の
目
も
是
時
ば
か
り

は
強
い
自
信
に
輝
い
て
居
た
。
厳
授
は
猶
ほ
外
國
の
研
究

法
に
移
っ
て
、
、
濁
逸
大
學
の
碕
ゆ
ヨ
貯
鍵
が
學
生
に
論
文
を

書
か
せ
て
多
数
の
中
で
報
告
さ
す
の
は
面
指
く
な
い
、
「
自

分
は
そ
れ
よ
り
も
佛
蘭
西
の
跡
B
回
。
一
．
鑑
。
奉
δ
号
。
。
Ω
属
－

誌
。
。
。
や
時
8
同
。
℃
煽
甑
ρ
器
舟
ω
寓
匿
暮
。
ω
局
け
＆
窃
の
や
う

に
、
少
数
の
組
に
分
け
て
行
ふ
方
に
左
回
す
る
云
々
と
説

か
れ
た
。
（
莫
吉
利
の
円
暮
9
巴
超
ω
滞
ヨ
に
間
す
る
同
氏

の
批
評
は
前
に
引
用
し
た
）
い
こ
れ
に
つ
い
て
は
私
に
も
多

　
　
　
　
　
　
　
雛
歳
費
　
悟
入
（
六
四
〇
）

少
の
卑
見
が
あ
る
が
、
大
負
に
於
て
穏
健
の
説
ご
患
ふ
。

　
私
は
こ
れ
よ
り
猫
ほ
駄
米
の
重
な
る
古
文
書
館
、
坤
物
館
の
如

　
き
研
究
機
驕
や
史
筆
會
、
史
墨
雅
下
等
の
嚢
表
機
關
に
饗
す
る

　
管
見
を
掲
ぐ
る
品
定
で
あ
っ
た
が
、
誌
面
の
都
合
で
、
別
に
題

　
を
改
め
て
書
く
こ
・
、
こ
し
た
。


